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特集 プログラミング言語 Rubyの最新動向

Ruby と Web アプリケーション

　Rubyは現在世界的に利用されているが，そこ

まで普及した大きな要因は Ruby on Rails（以下

Rails）というWebアプリケーションフレームワ

ーク（以下WAF） の活躍にあったことはよく知ら

れている．本稿では，Railsについてのみではなく，

Webアプリケーション開発の歴史的な背景も含め，

簡単に紹介する．

Web の特徴とその開発手法の変遷

　「Webアプリケーション」というソフトウェアカ

テゴリは大変若い．World Wide Webそのものの誕

生が 1990年であり，一般に普及したのは 1990年

代後半になってからである．

　Webをシステム面から考えると，「サーバ・クラ

イアント方式による，スケーラブルな分散型ハイパ

ーメディアシステム」であるといえる．この「スケ

ーラブル」という特徴を実現するため，ステートレ

スなプロトコルである HTTP，ユニークな名前付け

を可能とする URLがあり，またハイパーメディア

として HTMLとMIMEタイプを駆使している．

　この特徴の中でも，HTTPがステートレスであっ

たことと，HTMLというプレーンテキストによる簡

素なマークアップ記法が使われたことの意味は非常

に大きかった．この 2 つの特徴を利用して，標準

入出力と環境変数のみを使ってインタラクティブ

なサービスをWebで提供するための仕組みである

CGI が作られた．1990年代当時，MacやWindows 

95などの OS で GUI （グラフィックユーザインタフ

ェース）アプリケーションが開発・利用されるこ

とは当たり前となっていたが，それに比べると CGI

を使ったアプリケーション開発は非常に単純であり，

かつ OSに依存しない高いポータビリティを確保で

きた．加えて，世界中からサービスを利用できる，

という利便性は何物にも変えがたかった．HTMLの

表現力の乏しさは当時から課題ではあったが，むし

ろそれが良い意味での制約となり，開発のハードル

を下げることに貢献した．

　Webアプリケーション開発の流れを大きくまと

めてみる （図 -1）．

1. ライブラリ等を使った CGI

2. アプリケーションサーバ

3. アプリケーションサーバ＋WAF

　CGIアプリケーションは，シェルスクリプトでも

簡単に記述できるため，UNIX系の OS では簡単に

導入された．また，シェルスクリプトよりも高機能

なテキスト処理が利用でき，ライブラリ化も容易な

Perlが流行した．

　しかし，CGIでは新規リクエストがあるたびに新
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図 -1　 Web アプリケーション開発の変遷
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しいプロセスを作るため，その起動コストが問題と

なった．この問題を解決するには，何かしらの永続

的なプロセスを用意し，Webサーバとそのプロセ

スが何かしらの通信を行うことで処理を実現するこ

とが必要となった．そこでアプリケーションサーバ

が導入された．

　特に Javaの場合，Javaのプロセスの起動コスト

は非常に大きかったため，アプリケーションサーバ

の導入が必須であった．そこで，Javaサーブレッ

トの仕様とともに，Tomcatなどのサーブレットコ

ンテナが広まった．また，CGIではストレージとし

てファイルシステムを使うことが多かったが，Java

では JDBCの利用により，データベースサーバも別

途用意するようになり，「Web サーバ +アプリケー

ションサーバ +DB サーバ」という 3層モデルのパ

ターンが生まれた．

　一方，スクリプト言語においては，CGIの資産を

利用すること，また CGI時代にはレンタルサーバ

などサーバ利用に対する制限の厳しい環境も多かっ

たためか，サーバプロセスはあまり導入されなかっ

た．その代わり，折衷案的な対応として，FastCGI

のように，単純に CGIのプロセスの永続化を図る

仕組みなども利用された．

　もっとも，アプリケーションサーバが導入されて

も，同時にWAFが生まれたわけではない．Webア

プリケーション開発の文脈でフレームワークの概念

を普及させたのは何よりも Strutsの登場が大きか

った．

　WAFが流行ったのは，Webにはできることが限

られたためでもある．HTTPは，1つのリクエスト

に 1つのレスポンスが対応する，単純なプロトコ

ルである．また GUIの部品としても，フォームな

どに使える要素は限られており，JavaScript等によ

るクライアントアプリケーション側でできる操作は

限定的なものでしかなかった．

　このように，ある程度決まりきったことしかでき

ない制約の中で，その制約を利用して省力化を図り

つつ，アプリケーションごとの自由度を保ちたい，

というのがWebアプリケーション開発の条件であ

った．Strutsにしろそれ以外のWAFにしろ，この

ような制約を前提に開発されていた．

　Strutsは，WAFを一般的にし，Tomcat+Struts

の組合せは JavaによるWebアプリケーション開

発を広めた．スクリプト言語によるWeb アプリケ

ーション開発でも，Strtusを参考にしたWAFが登

場したりもしたが，Strutsと同様に，あるいはそれ

を越えて普及するWAF が生まれるまでには至らな

かった．そのため，簡易なアプリケーションであれ

ば Perlや PHPなどのスクリプト言語で，本格的な

アプリケーションは Javaで，といった風潮も感じ

られた．

　そのような流れを大きく変えることになったのが，

Railsである．

Rails の登場

　Railsは 2004年に公開された．発表時点では，い

くつかある新しいWAFの 1つ，といった位置づけ

に過ぎなかったが，2005年頃には Rubyとも関係

のない，Webアプリケーション開発の文脈で「Java 

の 10倍の生産性」という扇情的なキャッチコピー

や，「15分でブログを作るデモ動画」などのキャッ

チーな宣伝も伴って，一躍有名となった．

　それ以来，Ruby製のWAFとしてはもちろん，

WAF全体を見渡しても，Railsは大きな影響を与え

続けている．Rails 2の時代には，Railsへの対抗馬

として，モジュール性を高めた新たなWAF，merb

が現れたが，Rails 3では Railsとmerbが統合する

という驚きの判断が行われ，双方の長所を併せ持つ

新 Railsが誕生し，今に至っている．

 ◆ Rails の特徴
　Railsについて説明する際，Rails作者の Davidは

「Opinionated」という言葉をよく使っていた．こ

の表現の通り，Railsは非常に自己主張の強いフレ

ームワークであった．Railsを理解するにはほかの

フレームワークと比較すると分かりやすいだろう．

　Railsの特徴をいくつか挙げる．
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1. フルスタック MVC （Model View Controller）

フレームワーク

2. 疎結合を避け，規約を重視することによる開発

効率の最大化

3. メタプログラミングやジェネレータの利用によ

る開発効率の最大化

　最初の特徴として，RailsはフルスタックのMVC

フレームワークであることを前面に押し出していた．

当時のフレームワークはさまざまなライブラリを組

み合わせて自由にカスタマイズできることを売りに

するものも少なくなかったが，RailsはModelのため

の O/Rマッパーや Viewのためのテンプレートライ

ブラリなど，必要なものを全部取り込み，それだけ

でアプリケーションが開発できるようになっていた．

　また，Webアプリケーションを開発するにあた

ってアーキテクチャを考える際，当時よく参照さ

れていた PoEAAこと『エンタープライズアプリケ

ーションアーキテクチャパターン』（マーチン・フ

ァウラー）を強く意識していた．O/Rマッパーが 

「ActiveRecord」という名前なのも，この書籍の

Active Recordパターンを元にして命名されている．

先ほど触れたMVCパターンも，本書のWeb プレ

ゼンテーションパターンとして紹介されている．

　もっとも，PoEAA では Active Record パターン

よりも Data Mapperパターンの方がより高度な

ものであるとして推奨している傾向があるのだが，

David はあくまで Active Record パターンを拡張し

たものの方がシンプルかつ必要十分であるとしてい

る．このような割り切りの良さは Railsの随所に見

られる．

　2番目の特徴は 1番目の特徴にも関係しているが，

これは Struts などで課題になっていた，主に XML 

での設定等のカスタマイズ性に対する Railsの回答

でもある．

　Strutsのカスタマイズ性は，Javaの多様なライ

ブラリの利用と，XMLによる柔軟な設定によって

担保されていた．Javaはコンパイル言語であるた

め，ライブラリ等はバイナリの形で再利用される．

コンパイル済み Javaバイトコードに対する操作な

どはまだ広く用いられていなかった当時では，拡張

ポイントとしては XML の設定用言語と Java の高度

な知識を必要とした．そのため，自由に設定ができ

ないか，あるいは大量の設定項目が用意されてしま

うといった問題が起こりがちだった．

　Railsはこれに対し，最低限の設定ファイルを

YAMLの形で持つ以外は，規約によって設定を行わ

ずに済ませる，といった方法を打ち出した．Model/ 

View/Controllerのファイルの場所も決まっており，

またコントローラのクラス名と URLとのマッピング，

DBのテーブルとクラス名といったものも標準で対

応づけさせた （しかもなぜかモデルやコントローラ

のクラス名は単数形なのにテーブル名や URLは複数

形，といった無意味に凝った対応付けであった）．

　また，この実現にはメタプログラミングも積極的

に使われた．とりわけ ActiveRecordのそれは極端

で，プログラム内ではクラスを定義するだけで，実

行時に DBからスキーマ情報を取り出し，フィール

ド名を元にしたメソッドが動的に定義されるように

なっていたり，また 1対多のテーブル間のリレー

ションシップなども「has_many:users」のような

自然言語文のような行が 1 行だけで表現できるよ

うになっていた．

　同時に，アプリケーションファイル群の雛形だけ

ではなく，モデルクラスやビューテンプレート，テ

ストコード等についても自動生成するためのジェネ

レータが用意されていた．モデルのテーブル名，各

フィールド名とその型を指定すると，モデル，ビュー， 

コントローラ，テストなどまとめて生成する scaf-

foldも導入され，前述の 15分デモのような場面で

も多用された．

Ruby の理由

　Railsが Rubyで作られたことについては，ある

種の偶然の結果という側面はある．しかし，Ruby

だからこそできたところもあるのではないだろうか．

実際，David は「Ruby has just a deep emotional 

appeal of how beautiful you can write some-
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thing.」などと発言するなど，Ruby については最大

限の賛辞を隠さない．

　前節で「Rails の特徴」として挙げたメタプログ

ラミングは，Ruby の言語的特徴と強く結びついて

いる．たとえばスクリプト言語の中でも比較的動的

な特性が少ない PHP では，Railsのように既存のク

ラスに対して自由にメソッドを追加することができ

なかった．

　また，Railsでの「設定」は，YAMLファイルだ

けではなく Rubyで書かれたコードそのものも含ん

でいる．これは今回の特集での別記事で書かれてい

るドメイン特化言語（DSL）の影響下にある．この

ような意味で，Rubyでなければ Rails はこのよう

にはならなかったということは言えるだろう．

　もっとも，メタプログラミングや DSL には常に

「やり過ぎ」の危険が伴う．メタプログラミングを

実現するために初期の Railsではmonkey patching

が多用された．monkey patchingによるメソッド

の書き換えなどは，単にコードが分かりづらくなる

だけではなく，複数のパッチが干渉したり，バージ

ョンが変わると動作しなくなる等の弊害も生まれる

ことがあった．

　このような，ある意味で乱暴な手法は，プログラ

ミング言語によっては可能であっても積極的には行

うべきではない，という文化的な判断が下されるコ

ミュニティもあるだろう．その点，Rubyではある

程度の危険なことであっても許される文化があった．

このような寛容な態度がなければ，Railsのような

プロダクトは決して生まれることはなかっただろう．

Rails と Ruby の将来

　2015年現在においても，Railsが代表的なWAF

の位置を確保し続けている．しかしながら，Rails

の将来はそれほど明るいわけではない．

　10年にも渡って RailsがWAFのトップを走り続

けていられるのは，もちろん Railsとその開発チー

ムの素晴らしさの賜物である．しかしながら，Web

アプリケーションという分野そのものの位置づけが

大きく変わり，現在はそもそもWAF が主戦場では

なくなった，すなわち積極的にWAFを開発する時

代ではなくなっている，という要因もあるのではな

いだろうか．

　現在のトレンドはスマートフォンアプリやクライ

アントサイドアプリケーションといった，クライア

ント側でのアプリケーション開発にある．スマート

フォンアプリであれば，サーバ側は単に APIの提供

のみとなり，Rails のようなフルスタックなWAFは

オーバースペックになりかねない．むしろ，高速・

省リソースでリクエストをさばける Erlang や Go 

のような言語や，その上で作られた薄いフレームワ

ークの方が好まれるようになるかもしれない．も

ちろん，Rails側もそのような変化に対応するべく，

Rails 5では API サーバ制作用の Rails API gemが

Rails本体に取り込まれたり，WebSocketを使うた

めの Action Cableを導入が予定されている．

　冒頭に述べた通り，Webアプリケーションは大

変若く，またその変化も激しい．RailsはそのWeb

アプリケーション開発に大きな役割を担うこととな

り，そのため Rails自体も激しく変化してきた．そ

の変化は Rubyそのものにも及んだが，Rubyと

Rails は互いに良い影響を与え合い続けてこれたこ

とが両者の成功の要因の 1つだろう．今後もその

幸せな関係が続くことを期待したい．
（2015年 8月 21日受付）
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